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(1）経営成績 （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2011年２月期  42,245  △3.3  2,682  6.7  2,601  10.7  1,256  11.2

2010年２月期  43,706  △9.1  2,514  △30.6  2,350  △36.7  1,129  △41.6

  
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自己資本 
当期純利益率 

総資産 
経常利益率 

売上高 
営業利益率 

  円 銭 円 銭 ％ ％ ％ 

2011年２月期  69  32  69  23  7.3  12.3  6.3

2010年２月期  62  32  62  28  6.9  11.4  5.7

（参考）持分法投資損益 2011年２月期 －百万円 2010年２月期 －百万円

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

2011年２月期  21,421  17,613  82.1  970  50

2010年２月期  20,997  16,891  80.4  931  21

（参考）自己資本 2011年２月期 17,593百万円 2010年２月期 16,879百万円

  
営業活動による 

キャッシュ・フロー 
投資活動による 

キャッシュ・フロー 
財務活動による 

キャッシュ・フロー 
現金及び現金同等物 

期末残高 

  百万円 百万円 百万円 百万円 

2011年２月期  6,623  △3,377  △544  8,055

2010年２月期  5,693  △3,205  △544  5,353

  １株当たり配当金 配当金総額 
(合計) 配当性向 純資産

配当率   第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2010年２月期  － －  0  00 － － 30 00 30 00  543 48.1 3.3

2011年２月期  － －  0  00 － － 30 00 30 00  543 43.3 3.2

2012年２月期 
（予想）  － －  0  00 － － 30 00 30 00 － 51.8～60.4 －

  （％表示は対前期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期 
累計期間 

 －  －  －  －  －  －  －  －  －  －

通期 
40,700 

～41,100 
△3.7 

～△2.7 
2,400 

～2,600
△10.5 
～△3.1

2,400 
～2,600

△7.7 
～△0.1

900 
～1,050 

△28.4 
～△16.4 

49 
～57

65
92
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４．その他 

(1）重要な会計方針の変更 

  

（注）詳細は17ページ「会計処理方法の変更」をご覧ください。 

  

(2）発行済株式数（普通株式） 

（注）１株当たり当期純利益の算定の基礎となる株式数については、22ページ「１株当たり情報」をご覧くださ

い。 

  

①  会計基準等の改正に伴う変更 有  

②  ①以外の変更 無  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2011年２月期 18,175,688株 2010年２月期 18,175,688株

②  期末自己株式数 2011年２月期 47,051株 2010年２月期 49,502株

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含ん

でおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 
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(1) 経営成績に関する分析 

【業績全般の概況】 

2010年度は、中期経営の３つの課題である「既存事業の再構築」、「新たな成長事業の推進」、「海外事業の拡

大」を大きな構造改革の柱に据え事業を進めてきました。 

既存事業については、３才から７才を対象とした遊戯機械部門を中心に売れ筋機械の増台等、品揃えの見直しを

行うとともに、お客さまからご支持をいただいた“ファンタジースキッズガーデン”の既存店導入を加速し売上の

活性化を進めました。また、ファンタジースキッズガーデン同様、当社の新たな成長事業として、室内公園“ファ

ンタジーキッズーナ”（実験店）を12月、大宮サティ店（現イオン大宮店）に開店しました。安全・安心に親子が

楽しめ、健全な子育てにつながる施設としてお客さまからご好評をいただいております。 

海外事業については、中国において５月に２号店（大悦城店）、９月に３号店（天津ＴＥＤＡ店）が開店しいず

れも好調に推移しております。なお、マレーシアにおいては17店舗のフランチャイズ店舗をイオンマレーシアに業

務指導しておりましたが、新たに設立したイオンファンタジー（マレーシア）にイオンマレーシアから、随時事業

を譲り受け直営運営とすることを決定しております。 

（上半期の概況） 

上半期は、売上高211億64百万円（前年同期比7.7％減）、営業利益10億30百万円（同30.0％減）と前年を下回り

ましたが、５月度の落ち込みを除き概ね計画どおりに推移いたしました。グループ別の売上としては、特に第２四

半期以降（６月度）重点部門に設定したプライズグループ（クレーン・スウィート部門）の中でもスウィート部門

の売上回復が順調に進み遊戯機械売上を牽引しました。 

（下半期の概況） 

下半期は、売上高210億81百万円（前年同期比1.5％増）、営業利益16億52百万円（同58.5％増）と前年を上回り

ました。中でも第２四半期以降売上回復したプライズグループの売上向上に加え、ファンタジースキッズガーデン

の導入効果による売上回復等により、遊戯機械売上は168億77百万円（同3.2％増）と昨年から５億27百万円の増加

となりました。 

  

以上の結果、当期の業績は、売上高422億45百万円（前年同期比3.3％減）、営業利益26億82百万円（同6.7％

増）、経常利益26億１百万円（同10.7％増）、当期純利益12億56百万円（同11.2％増）となりました。 

当期の部門別売上高は、次のとおりです。  

     （注）１．遊戯機械売上高は、メダルゲーム機、乗り物等の遊戯機械の使用による収入であります。 

           ２．商品売上高は、カード、菓子、玩具、飲食物等の販売による収入であります。 

３．委託売上高は、室内ゆうえんち内の業者委託の飲食店及び大型遊具施設の運営委託に係る手数料収

入であります。 

４．その他は、遊戯機械、備品、景品等の販売収入、ロイヤリティー収入等であります。 

１．経営成績

部門別 売上高（千円） 構成比（％） 前年同期比（％） 

  遊戯機械売上高  33,318,903  78.9  96.1

  商品売上高  8,755,423  20.7  99.2

  委託売上高  147,453  0.3  95.1

遊戯施設関係  42,221,780  99.9  96.8

その他  23,835  0.1  35.5

合計  42,245,616  100.0  96.7
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【設備投資の状況】 

当期は新規出店５店舗と既存店舗への改装及び遊戯機械の入替投資等を実施し、設備投資額は28億38百万円とな

りました。この資金は自己資金で賄っております。 

【社会貢献・環境保全活動の状況】 

社会貢献活動・環境保全活動として継続的に取り組んでいる「カプセル１運動」は、全店で1,672千個の空カプ

セルを回収しました。 

空カプセル１個を１円に換算した金額は、東日本大震災の被災者支援として、支援物資を被災地の子ども達のた

めに寄付する予定でございます。また、生物多様性を支援する取り組みとして公益信託日本経団連自然保護基金を

通じニホンヤマネ保護のため、ニホンヤマネ保護研究グループへの寄付も継続して実施いたします。 

このほか、厚生労働省研究事業「情報弱者等への配慮を含めた感染症に対する適切な情報提供・リスクコミュニ

ケーションに関する研究」研究班の後援として、感染症の知識を提供する「ララちゃんとゲームで学ぼう！感染

症」を全国10箇所のショッピングセンターで実施いたしました。 

また、地域の社会福祉施設の子どもたちへの無料招待会は130店舗で延べ219回実施しました。 

当社は、イオングループの社会貢献活動「イオン１％クラブ」にも積極的に参加しており、子育て支援セミナー

「すくすくラボ」への「ララちゃん」の参加、その他「イオンスカラシップ奨学金（千葉大学）」「深圳大学 永

旺教育基金」などに寄付をしております。 

【来期の取り組みと見通し】 

2011年度は、営業力強化の観点から昨年実験店舗で成果のあがった、店別品揃えの強化を進め、各店舗のお客さ

まのニーズに柔軟に対応した販売体制の再構築を行います。また、営業機会の拡大策として、既存店舗の増床およ

びグループ外出店を進めるとともに、室内公園事業やファンタジースキッズガーデンといった遊びを通じてお子さ

まの健全な育成につながる事業に継続して取り組んでいきます。 

尚、震災被災店舗については、安全確認と一部修繕を実施し随時営業再開を進めております。 

海外事業については、中国での継続的な多店舗出店に加え、イオンファンタジー（マレーシア）による17店のフ

ランチャイズ店舗の速やかな直営化を行い、アセアン地域の基盤づくりを推進いたします。 

  

第２四半期累計期間の業績予想は、夏までの計画停電の状況が不透明であるため、業績予想の開示を見送りまし

た。通期の業績見通しにつきましては、この様な計画停電の影響を勘案し、売上高407億円～411億円、営業利益24

億円～26億円、経常利益24億円～26億円、当期純利益９億円～10億50百万円と、レンジで表記しております。 

(2) 財政状態に関する分析 

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産の部） 

資産の部の合計額は前期末と比べて４億24百万円増加し、214億21百万円となりました。これは、有形固定資産

が20億６百万円減少したものの、現金及び預金が27億２百万円増加したこと等によるものであります。  

（負債の部） 

負債の部の合計額は前期末と比べて２億97百万円減少し、38億８百万円となりました。これは、未払法人税等が

３億38百万円増加したものの、設備関係支払手形が４億86百万円、買掛金が99百万円それぞれ減少したこと等によ

るものであります。 

（純資産の部） 

純資産の部の合計額は前期末と比べて７億21百万円増加し、176億13百万円となりました。これは、当期純利益

の計上により利益剰余金が７億12百万円増加したこと等によるものであります。 

② キャッシュ・フローの状況  

キャッシュ・フローの状況につきましては、当期末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、

80億55百万円となりました。主な理由は、以下のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により得られた資金は、66億23百万円となりました。その主な内訳は、税引前当期純利益25億63百万円

及び減価償却費46億10百万円の計上による資金の増加と、法人税等の支払８億84百万円による資金の減少でありま

す。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、33億77百万円となりました。その主な内訳は、有形固定資産取得による支出33

億17百万円であり、新規出店や増床・改装及び遊戯機械の入替等既存店の活性化を行ったことによる支出でありま

す。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、５億44百万円となりました。その主な内訳は、配当金の支払５億43百万円であ

ります。  

なお、キャッシュ・フロー関連指標の推移は下記のとおりであります。 

  

 (注)①自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 

②キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを利用して計算して

おります。有利子負債は、貸借対照表上に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象と

しております。また、利払いは、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。 

  

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主の皆さまへの安定的利益還元を経営目標のひとつとして位置づけております。内部留保の充実と財

務体質の強化を図りつつ、業績、配当性向等を総合的に勘案して、株主の皆さまへの長期的、安定的な利益還元を

心がけてまいります。内部留保金につきましては、経営体質の一層の充実を図りつつ、海外出資や既存店への設備

投資、新規出店及び増床の設備投資等、事業展開の原資として役立ててまいります。 

 このような基本方針に基づき、当期の配当金につきましては、１株につき普通配当30円の継続を予定しておりま

す。（株主配当金の支払開始予定日：2011年４月25日（月曜日））また、次期の配当金につきましては、１株につ

き30円を予定しております。 

(4) 事業等のリスク 

当社の事業展開、経営成績その他に関するリスク要因となる可能性があると考えられる主な事項、並びに必ずし

も事業上のリスクに該当しない事項についても、投資者の投資判断上重要であると考えられる事項については、投

資者に対する情報開示の観点から積極的に「有価証券報告書」に開示しております。なお、前事業年度の有価証券

報告書提出以降、本短信発表時までに新たに認識した事業等のリスクはありません。 

  

 最近の有価証券報告書（2010年５月12日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の状況」か

ら重要な変更がないため、開示を省略しております。 

  

2010年２月期決算短信（2010年４月６日開示） により開示を行った内容から重要な変更がないため開示を省略

しております。 

当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

（当社ホームページ） 

http://www.fantasy.co.jp/ 

（東京証券取引所ホームページ（上場会社情報検索ページ）） 

http://www.tse.or.jp/listing/compsearch/index.html  

  

  2009年２月期 2010年２月期 2011年２月期 

自己資本比率 78.2% 80.4% 82.1% 

時価ベースの自己資本比率 59.6% 87.3% 97.3% 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 － － －  

インタレスト・カバレッジ・レシオ 617.3倍 4,089.0倍 －倍 

２．企業集団の状況

３．経営方針
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４．財務諸表 
（１）貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(2010年２月20日) 

当事業年度 
(2011年２月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,353,552 8,055,740

売掛金 3,073 3,234

売上預け金 ※2, ※4  1,167,051 ※2, ※4  1,072,023

商品 291,287 277,876

貯蔵品 357,688 383,767

前払費用 54,711 44,478

繰延税金資産 285,321 349,918

未収入金 ※1  101,234 ※1  249,640

その他 ※1  92,010 ※1  58,668

流動資産合計 7,705,932 10,495,348

固定資産   

有形固定資産   

建物 5,246,465 5,065,499

減価償却累計額 △4,099,242 △4,178,993

建物（純額） 1,147,222 886,506

遊戯機械 35,846,346 33,700,736

減価償却累計額 △29,288,597 △28,769,951

遊戯機械（純額） ※3  6,557,748 4,930,785

工具、器具及び備品 2,771,151 2,729,538

減価償却累計額 △2,149,167 △2,226,730

工具、器具及び備品（純額） 621,984 502,808

有形固定資産合計 8,326,956 6,320,100

無形固定資産   

のれん 1,373,223 1,144,352

ソフトウエア 44,453 23,893

電話加入権 302 302

無形固定資産合計 1,417,979 1,168,549

投資その他の資産   

関係会社出資金 330,000 330,000

関係会社長期貸付金 － 200,000

長期前払費用 161,075 114,608

繰延税金資産 778,539 652,202

敷金及び差入保証金 2,229,030 2,113,623

前払年金費用 47,575 26,977

その他 50 50

投資その他の資産合計 3,546,271 3,437,462

固定資産合計 13,291,206 10,926,111

資産合計 20,997,139 21,421,460
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（単位：千円）

前事業年度 
(2010年２月20日) 

当事業年度 
(2011年２月20日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 930,871 831,387

未払金 ※1  293,114 ※1  291,523

未払費用 1,063,997 1,081,561

未払法人税等 351,857 690,383

未払消費税等 184,810 158,135

預り金 2,381 651

賞与引当金 131,501 151,541

役員業績報酬引当金 28,754 57,226

設備関係支払手形 976,150 490,075

設備関係未払金 70,673 11,063

閉店損失引当金 11,004 －

その他 2,213 780

流動負債合計 4,047,332 3,764,330

固定負債   

その他 58,540 43,960

固定負債合計 58,540 43,960

負債合計 4,105,872 3,808,290

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,747,139 1,747,139

資本剰余金   

資本準備金 1,650,139 1,650,139

その他資本剰余金 70,289 68,172

資本剰余金合計 1,720,428 1,718,312

利益剰余金   

利益準備金 212,500 212,500

その他利益剰余金   

別途積立金 11,300,000 12,300,000

繰越利益剰余金 1,978,742 1,691,382

利益剰余金合計 13,491,242 14,203,882

自己株式 △79,587 △75,439

株主資本合計 16,879,222 17,593,894

新株予約権 12,044 19,275

純資産合計 16,891,267 17,613,169

負債純資産合計 20,997,139 21,421,460
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（２）損益計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日) 

当事業年度 
(自 2010年２月21日 
 至 2011年２月20日) 

売上高   

遊戯施設売上高 43,639,716 42,221,780

その他の売上高 67,216 23,835

売上高合計 43,706,933 42,245,616

売上原価   

遊戯施設売上原価 38,081,978 37,126,493

その他売上原価 30,187 509

売上原価合計 38,112,166 37,127,002

売上総利益 5,594,767 5,118,613

販売費及び一般管理費   

役員報酬 144,496 147,958

従業員給与及び賞与 ※1  1,227,737 ※1  831,238

賞与引当金繰入額 53,912 53,923

役員業績報酬引当金繰入額 28,754 57,226

退職給付費用 60,447 50,662

法定福利厚生費 309,967 226,860

教育研修費 27,072 18,186

家賃及び共益費 72,725 74,397

減価償却費 270,691 261,314

旅費交通費 317,332 219,838

通信費 89,135 67,805

調査研究費 13,531 14,831

その他 464,335 412,133

販売費及び一般管理費合計 3,080,140 2,436,376

営業利益 2,514,627 2,682,237

営業外収益   

受取利息 810 4,000

受取保険金 11,223 10,881

違約金収入 4,011 5,203

機械仕入割戻 20,059 14,678

固定資産売却益 8,994 2,668

未払配当金戻入益 413 514

その他 3,978 15,338

営業外収益合計 49,491 53,285
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日) 

当事業年度 
(自 2010年２月21日 
 至 2011年２月20日) 

営業外費用   

支払利息 1,392 －

減価償却費 170,202 34,487

固定資産売却損 － 84,149

店舗関連雑損失 ※2  1,922 ※2  5,667

その他 40,541 9,715

営業外費用合計 214,059 134,020

経常利益 2,350,059 2,601,501

特別利益   

退職給付引当金戻入額 ※3  68,852 －

役員賞与引当金戻入額 3,302 －

役員業績報酬引当金戻入額 － 451

受取和解金 － 58,420

特別利益合計 72,155 58,871

特別損失   

閉店損失引当金繰入額 11,004 －

店舗閉鎖損失 11,840 90,640

減損損失 ※4  11,297 ※4  6,627

特別損失合計 34,142 97,267

税引前当期純利益 2,388,072 2,563,106

法人税、住民税及び事業税 1,226,573 1,244,939

法人税等調整額 31,773 61,740

法人税等合計 1,258,347 1,306,680

当期純利益 1,129,725 1,256,426
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遊戯施設売上原価明細書

    
前事業年度 

（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

当事業年度 
（自 2010年２月21日 
至 2011年２月20日） 

区分 
注記 
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比
（％）

Ⅰ 景品費      4,000,556  10.5    3,767,131  10.1

Ⅱ 遊戯機械賃借料       1,632,146  4.3    1,735,490  4.7

Ⅲ 売店商品原価      5,628,956  14.8    5,578,623  15.0

Ⅳ 労務費      6,663,225  17.5    7,198,311  19.4

Ⅴ 経費               

１．家賃及び共益費    10,806,363      10,250,065     

２．減価償却費    5,109,518      4,314,711     

３．その他    4,241,211  20,157,092  52.9  4,282,159  18,846,936  50.8

遊戯施設売上原価計      38,081,978  100.0    37,126,493  100.0
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（３）株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日) 

当事業年度 
(自 2010年２月21日 
 至 2011年２月20日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 1,747,139 1,747,139

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,747,139 1,747,139

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 1,650,139 1,650,139

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 1,650,139 1,650,139

その他資本剰余金   

前期末残高 70,289 70,289

当期変動額   

自己株式の処分 － △2,116

当期変動額合計 － △2,116

当期末残高 70,289 68,172

資本剰余金合計   

前期末残高 1,720,428 1,720,428

当期変動額   

自己株式の処分 － △2,116

当期変動額合計 － △2,116

当期末残高 1,720,428 1,718,312

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 212,500 212,500

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 212,500 212,500

その他利益剰余金   

別途積立金   

前期末残高 9,700,000 11,300,000

当期変動額   

別途積立金の積立 1,600,000 1,000,000

当期変動額合計 1,600,000 1,000,000

当期末残高 11,300,000 12,300,000

繰越利益剰余金   

前期末残高 2,992,819 1,978,742

当期変動額   

別途積立金の積立 △1,600,000 △1,000,000

剰余金の配当 △543,802 △543,785

当期純利益 1,129,725 1,256,426

当期変動額合計 △1,014,077 △287,359

当期末残高 1,978,742 1,691,382
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日) 

当事業年度 
(自 2010年２月21日 
 至 2011年２月20日) 

その他利益剰余金合計   

前期末残高 12,692,819 13,278,742

当期変動額   

別途積立金の積立 － －

剰余金の配当 △543,802 △543,785

当期純利益 1,129,725 1,256,426

当期変動額合計 585,922 712,640

当期末残高 13,278,742 13,991,382

利益剰余金合計   

前期末残高 12,905,319 13,491,242

当期変動額   

別途積立金の積立 － －

剰余金の配当 △543,802 △543,785

当期純利益 1,129,725 1,256,426

当期変動額合計 585,922 712,640

当期末残高 13,491,242 14,203,882

自己株式   

前期末残高 △79,059 △79,587

当期変動額   

自己株式の取得 △527 △343

自己株式の処分 － 4,491

当期変動額合計 △527 4,147

当期末残高 △79,587 △75,439

株主資本合計   

前期末残高 16,293,827 16,879,222

当期変動額   

剰余金の配当 △543,802 △543,785

当期純利益 1,129,725 1,256,426

自己株式の取得 △527 △343

自己株式の処分 － 2,374

当期変動額合計 585,395 714,671

当期末残高 16,879,222 17,593,894

新株予約権   

前期末残高 6,458 12,044

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 5,586 7,231

当期変動額合計 5,586 7,231

当期末残高 12,044 19,275
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（単位：千円）

前事業年度 
(自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日) 

当事業年度 
(自 2010年２月21日 
 至 2011年２月20日) 

純資産合計   

前期末残高 16,300,285 16,891,267

当期変動額   

剰余金の配当 △543,802 △543,785

当期純利益 1,129,725 1,256,426

自己株式の取得 △527 △343

自己株式の処分 － 2,374

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 5,586 7,231

当期変動額合計 590,981 721,902

当期末残高 16,891,267 17,613,169
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（４）キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前事業年度 
(自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日) 

当事業年度 
(自 2010年２月21日 
 至 2011年２月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前当期純利益 2,388,072 2,563,106

減価償却費 5,550,412 4,610,513

固定資産除売却損益（△は益） 86,243 317,793

長期前払費用償却額 78,994 68,450

賞与引当金の増減額（△は減少） △17,704 20,039

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △36,448 －

役員業績報酬引当金の増減額(△は減少) 28,754 28,471

閉店損失引当金の増減額(△は減少) △757 △11,004

受取利息 △810 △4,000

減損損失 11,297 6,627

支払利息 1,392 －

受取和解金 － △58,420

売上債権の増減額（△は増加） 3,327 △161

売上預け金の増減額(△は増加) △738,250 95,027

たな卸資産の増減額（△は増加） 49,013 △12,668

前払年金費用の増減額（△は増加） △44,118 20,597

仕入債務の増減額（△は減少） 24,054 △99,483

未払費用の増減額（△は減少） 160,280 17,564

その他 △144,341 △182,041

小計 7,399,410 7,380,412

預り保証金の増減額（△は減少） △24,000 △500

利息の受取額 214 2,621

利息の支払額 △1,392 －

和解金等の受取額 － 125,727

法人税等の支払額 △1,680,588 △884,569

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,693,643 6,623,690

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △3,228,036 △3,317,861

有形固定資産の売却による収入 25,621 92,062

無形固定資産の取得による支出 △7,590 △450

長期前払費用の増加による支出 △26,535 △31,770

敷金及び保証金の差入による支出 △50,496 △34,346

敷金及び保証金の回収による収入 81,847 115,166

関係会社貸付けによる支出 － △200,000

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,205,191 △3,377,199

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △527 △343

配当金の支払額 △543,762 △543,963

その他 － 2

財務活動によるキャッシュ・フロー △544,290 △544,303

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,944,162 2,702,187

現金及び現金同等物の期首残高 3,409,390 5,353,552

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  5,353,552 ※1  8,055,740
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 該当事項はありません。 

  

  

継続企業の前提に関する注記

重要な会計方針

項目 
前事業年度 

（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

当事業年度 
（自 2010年２月21日 
至 2011年２月20日） 

１．有価証券の評価基準及び

評価方法 

   関係会社出資金 

   移動平均法による原価法  

   関係会社出資金 

             同    左 

２.たな卸資産の評価基準 

  及び評価方法   

(1) 商品   

「企業会計原則と関係諸法令との調

整に関する連続意見書」第四に定める

売価還元平均原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価

切下げの方法）  

(2) 貯蔵品 

最終仕入原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）  

(1) 商品   

         同    左  

  

  

  

  

(2) 貯蔵品 

           同    左   

３．固定資産の減価償却の方

法 

(1) 有形固定資産 

経済的耐用年数に基づく定額法 

各資産別の耐用年数として下記の年数を

採用しております。 

建物(建物附属設備)  3～6年 

遊戯機械       2～6年 

器具備品       2～6年 

(1) 有形固定資産 

同    左 

  (2) 無形固定資産 

 自社利用のソフトウェアについては、

社内における利用可能期間(５年)に基づ

く定額法を採用しております。 

 のれんについては、１０年間で均等償

却しております。 

(2) 無形固定資産 

             同    左 

  (3) 長期前払費用 

 定額法 

(3) 長期前払費用 

            同    左 

４．引当金の計上基準 (1) 賞与引当金 

 社員及びフレックス社員（パートタイ

マー）に支給する賞与に備え、支給見込

額のうち当期に負担する金額を計上して

おります。 

(1) 賞与引当金 

             同    左 

  (2) 役員業績報酬引当金 

  役員に対する業績報酬の支給に備える

ため、支給見込み額のうち、当事業年

度に負担する金額を計上しておりま

す。 

(2) 役員業績報酬引当金 

             同    左 
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項目 
前事業年度 

（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

当事業年度 
（自 2010年２月21日 
至 2011年２月20日） 

  (3) 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備え、当事業年度

末における退職給付債務及び年金資産の

見込額に基づき当事業年度末において発

生していると認められる額を計上してお

ります。なお、過去勤務債務は発生年度

において一括処理し、数理計算上の差異

は、その発生時の従業員の平均残存勤務

期間内の一定の年数（10年）による定額

法により翌事業年度から費用処理するこ

ととしております。 

(3) 退職給付引当金 

         同    左 

  (4) 閉店損失引当金 

店舗の閉店に伴い発生する損失に備

え、店舗閉店により合理的に見込まれる

中途解約違約金及び原状回復費等の閉店

関連損失見込額を計上しております。 

  

(4) 閉店損失引当金 

同    左 

５．キャッシュ・フロー計算

書における資金の範囲 

 キャッシュ・フロー計算書における資金

（現金及び現金同等物）は、手許現金、随

時引出可能な預金からなっております。 

同    左 

６．その他財務諸表作成のた

めの基本となる重要な事

項 

消費税等の会計処理 

 税抜方式によっております。 

消費税等の会計処理 

同    左 
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会計処理方法の変更

前事業年度 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

当事業年度 
（自 2010年２月21日 
至 2011年２月20日） 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来、

商品は「企業会計原則と関係諸法令との調整に関する連続

意見書」第四に定める売価還元平均原価法、貯蔵品は最終

仕入原価法によっておりましたが、当事業年度より「棚卸

資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平

成18年７月５日公表分）が適用されたことに伴い、商品は

「企業会計原則と関係諸法令との調整に関する連続意見

書」第四に定める売価還元平均原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）、貯蔵

品は最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の

低下に基づく簿価切下げの方法）によりそれぞれ算定して

おります。 

なお、この変更による当事業年度に及ぼす影響額はあり

ません。 

  

（退職給付に係る会計基準） 

当事業年度から「退職給付に係る会計基準」の一部改正

（その３）（企業会計基準第19号 平成20年７月31日）を

適用しております。なお、この変更による当事業年度に及

ぼす影響額はありません。 

  

  

（リース取引に関する会計基準） 

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従

来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっており

ましたが、当事業年度より「リース取引に関する会計基

準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計

審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リー

ス取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会

計制度委員会）、平成19年３月30日改正））を適用し、通

常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっておりま

す。 

なお、この変更による当事業年度に及ぼす影響額はあり

ません。 
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表示方法の変更

前事業年度 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

当事業年度 
（自 2010年２月21日 
至 2011年２月20日） 

（貸借対照表） 

１． 前事業年度まで「役員賞与引当金」として表示して

いた役員に対して支給する業績に連動して支払う報酬

の支給見込額については、内容をより明瞭に表示する

ため当事業年度より「役員業績報酬引当金」に科目の

名称を変更しております。  

─ 

２． 前事業年度まで区分掲記しておりました「預り保証

金」（当事業年度末の残高は3,800千円）は、金額が

僅少になったため、当事業年度より固定負債の「その

他」に含めて表示しております。  

  

注記事項

（貸借対照表関係）

前事業年度 
（2010年２月20日） 

当事業年度 
（2011年２月20日） 

※１．関係会社に対する債権債務 ※１．関係会社に対する債権債務 

未収入金 6,443千円 

その他（立替金） 4,285千円 

未払金 43,942千円 

未収入金 3,157千円 

その他（立替金） 15,944千円 

未払金 38,418千円 

※２．売上預け金 

 ショッピングセンターの店舗賃貸人に預けている売上

代金であります。 

※２．売上預け金 

同      左 

※３．売買契約解除をめぐって係争中の遊戯機械 

 当社は、遊戯機械に含まれる「ドンキーコングバナナ

キングダム」79台をめぐって、個別売買契約の解除に基

づく不当利得返還請求として支払済みの売買代金及び遅

延損害金、並びに、当該遊戯機械の瑕疵に基づく損害賠

償請求として損害金及び遅延損害金の支払請求を2007年

10月15日に株式会社カプコンに対して提訴しておりま

す。当該遊戯機械の当事業年度末における帳簿価額は、

299,722千円であり、減価償却費170,202千円は営業外費

用に計上しております。なお、損害賠償請求訴訟につい

ては、2010年３月26日に東京地方裁判所から和解勧告を

受け、株式会社カプコンとの和解が成立しました。この

和解による損失は見込まれません。 

 ※４．事業年度末日が休日のため増加した主な資産 

  当事業年度の末日が金融機関の休日のため、下記の科

目に含まれている翌営業日に決済される金額は次のとお

りであります。 

 ３．         ─ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 ※４．事業年度末日が休日のため増加した主な資産 

  当事業年度の末日が金融機関の休日のため、下記の科

目に含まれている翌営業日に決済される金額は次のとお

りであります。 

売上預け金 1,346,468千円 売上預け金 1,296,959千円 
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（損益計算書関係）

前事業年度 
（自 2009年２月21日 
 至 2010年２月20日） 

当事業年度 
（自 2010年２月21日 
 至 2011年２月20日） 

※１．関係会社との取引高 ※１．関係会社との取引高 

従業員給与及び賞与（出向者人件費

負担金受入） 

15,874千円  従業員給与及び賞与（出向者人件費

負担金受入） 

12,173千円 

※２．店舗関連雑損失 

現金過不足、クレーム費用等店舗において発生した

雑損失であります。 

※２．店舗関連雑損失 

同      左 

※３．退職給付引当金戻入額 

       当社が加盟しているイオン企業年金基金の退職給

付制度の改定に伴って生じた過去勤務債務をその発

生時において一括処理したものであります。 

 ３．                   － 

※４．減損損失 

当事業年度において、以下の資産グループについ

て減損損失を計上しております。 

   ①減損損失を認識した資産グループの概要 

②減損損失の認識に至った経緯 

 営業活動から生ずる損益が継続してマイナス

または継続してマイナスとなる見込みである資

産グループについて、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失として特別

損失に計上しております。 

③減損損失の金額及び主な固定資産の種類ごとの

当該金額の内訳  

④資産のグルーピングの方法 

当社は事業用資産について、主として店舗を

基本単位としてグルーピングしております。 

⑤回収可能価額の算定方法 

当社は資産グループの回収可能価額は使用価

値により算定しております。なお、減損損失を

認識した資産グループの将来キャッシュ・フロ

ーがマイナスであるため、算定に際して割引計

算は行っておりません。 

用途 種類 場所 店舗数 金額(千円)

店舗 建物等 石川県 1  11,297

  用途 金額(千円) 

 建物 9,037 

 長期前払費用 2,260 

 合計 11,297 

※４．減損損失 

当事業年度において、以下の資産グループについ

て減損損失を計上しております。 

   ①減損損失を認識した資産グループの概要 

②減損損失の認識に至った経緯 

 営業活動から生ずる損益が継続してマイナス

または継続してマイナスとなる見込みである資

産グループについて、帳簿価額を回収可能価額

まで減額し、当該減少額を減損損失として特別

損失に計上しております。 

③減損損失の金額及び主な固定資産の種類ごとの

当該金額の内訳  

④資産のグルーピングの方法 

当社は事業用資産について、主として店舗を

基本単位としてグルーピングしております。 

⑤回収可能価額の算定方法 

当社は資産グループの回収可能価額は使用価

値により算定しております。なお、減損損失を

認識した資産グループの将来キャッシュ・フロ

ーがマイナスであるため、算定に際して割引計

算は行っておりません。 

用途 種類 場所 店舗数 金額(千円)

店舗 建物等 宮城県 1  6,627

  用途 金額(千円) 

 建物  5,721

 長期前払費用  905

 合計  6,627
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前事業年度（自 2009年２月21日 至 2010年２月20日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加567株は、単元未満株式の買取による増加であります。 

   

２． 新株予約権に関する事項 

  

３．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

  

（２）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

  

（株主資本等変動計算書関係）

  
前事業年度末株式数

（株） 
当事業年度増加株式
数（株） 

当事業年度減少株式
数（株） 

当事業年度末株式数
（株） 

発行済株式数                        

普通株式   18,175,688     -      -  18,175,688

合計  18,175,688     -     -  18,175,688

自己株式                        

普通株式 （注）１  48,935  567     -  49,502

合計  48,935  567     -   49,502

 区分 
新株予約権 
の内訳 

新株予約権の 
目的となる 
株式の種類 

新株予約権の目的となる株式の数（株）  
当事業年度末 
残高（千円） 前事業 

年度末 
当事業 
年度増加

当事業 
年度減少 

当事業 
年度末 

 提出会社 
ストックオプションと

しての新株予約権 
－     -     -     -     -  12,044

 合計 － -     -     -     -  12,044

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 

2009年４月６日 

取締役会 
普通株式  543,802  30 2009年２月20日 2009年４月24日 

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資 
１株当たり 

配当額（円）
基準日 効力発生日 

2010年４月６日 

取締役会 
普通株式  543,785 利益剰余金  30 2010年２月20日 2010年４月21日 
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当事業年度（自 2010年２月21日 至 2011年２月20日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

（注）１．普通株式の自己株式の株式数の増加349株は単元未満株式の買取によるものであり、減少2,800株は新株予

約権の行使によるものであります。 

   

２． 新株予約権に関する事項 

  

３．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

  

（２）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

  

  
前事業年度末株式数

（株） 
当事業年度増加株式
数（株） 

当事業年度減少株式
数（株） 

当事業年度末株式数
（株） 

発行済株式数                        

普通株式   18,175,688 - -  18,175,688

合計  18,175,688 - -  18,175,688

自己株式                        

普通株式 （注）１  49,502  349  2,800  47,051

合計  49,502  349  2,800  47,051

 区分 
新株予約権 
の内訳 

新株予約権の 
目的となる 
株式の種類 

新株予約権の目的となる株式の数（株）  
当事業年度末 
残高（千円） 前事業 

年度末 
当事業 
年度増加

当事業 
年度減少 

当事業 
年度末 

 提出会社 
ストックオプションと

しての新株予約権 
－ － － － －  19,275

 合計 － － － － －  19,275

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額 
（千円） 

１株当たり 
配当額（円） 

基準日 効力発生日 

2010年４月６日 

取締役会 
普通株式  543,785  30 2010年２月20日 2010年４月21日 

  
決議 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

配当の原資 
１株当たり 

配当額（円）
基準日 効力発生日 

2011年４月５日 

取締役会 
普通株式  543,859 利益剰余金  30 2011年２月20日 2011年４月25日 
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リース取引関係、金融商品関係、有価証券関係、デリバティブ取引関係、退職給付関係、ストック・オプション関

係、税効果会計関係、企業結合等関係、賃貸等不動産、関連当事者情報に関する注記事項については、決算短信にお

ける開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しております。 

  

  

前事業年度（自 2009年２月21日 至 2010年２月20日） 

当社は持分法適用会社を有しておりませんので、該当事項はありません。 

当事業年度（自 2010年２月21日 至 2011年２月20日） 

当社は持分法適用会社を有しておりませんので、該当事項はありません。 

 （注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

  

（キャッシュ・フロー計算書関係）

前事業年度 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

当事業年度 
（自 2010年２月21日 
至 2011年２月20日） 

※１．現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係 

（2010年２月20日現在）

※１．現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係 

（2011年２月20日現在）

  

現金及び預金勘定 5,353,552千円 

現金及び現金同等物 5,353,552千円 

現金及び預金勘定 8,055,740千円 

現金及び現金同等物 8,055,740千円 

（持分法損益関係）

（１株当たり情報）

前事業年度 
（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

当事業年度 
（自 2010年２月21日 
至 2011年２月20日） 

１株当たり純資産額 931.21円 

１株当たり当期純利益 62.32円 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益 
62.28円 

１株当たり純資産額 970.50円 

１株当たり当期純利益 69.32円 

潜在株式調整後 

１株当たり当期純利益 
69.23円 

  
前事業年度 

（自 2009年２月21日 
至 2010年２月20日） 

当事業年度 
（自 2010年２月21日 
至 2011年２月20日） 

当期純利益（千円）  1,129,725  1,256,426

普通株主に帰属しない金額（千円） － － 

普通株式に係る当期純利益（千円）  1,129,725  1,256,426

期中平均株式数（株）  18,126,411  18,126,267

      

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金

額 
    

普通株式増加数（株）  13,402  23,061

（うち新株予約権（株））  13,402  23,061
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前事業年度（自 2009年２月21日 至 2010年２月20日） 

該当事項はありません。 

当事業年度（自 2010年２月21日 至 2011年２月20日） 

(1) 子会社の設立 

当社は2011年２月25日付の臨時取締役会において、アジア各国における事業展開を拡大するため、マレーシア企

業であるイオンファンタジー（マレーシア）（ＡＥＯＮ ＦＡＮＴＡＳＹ（ＭＡＬＡＹＳＩＡ）ＳＤＮ.ＢＨＤ.）

に出資し、当社の子会社とすることを決議いたしました。 

このたび、マレーシアにおける業務指導店舗17店舗を当社の子会社で運営し、マレーシアにおける事業展開を加

速させるとともに、アセアン各国への事業展開に向けた拠点といたします。 

①設立する会社の名称 ＡＥＯＮ ＦＡＮＴＡＳＹ（ＭＡＬＡＹＳＩＡ）ＳＤＮ.ＢＨＤ. 

 ⅰ）事業内容    ショッピングセンター内での子ども向け室内遊戯施設の運営 

 ⅱ）資本金     ＲＭ37,000,000 

②出資の時期     2011年３月３日（出資額ＲＭ 6,000,000） 

           2011年５月２日（出資額ＲＭ 6,000,000） 

           2011年８月10日（出資額ＲＭ17,600,000） 

③出資後の会社の出資比率 当社80％ 

             イオンマレーシア（ＡＥＯＮ ＣＯ.(Ｍ)ＢＨＤ.）20％ 

              ※３回に分けて出資いたしますが、全て同一の出資比率となります。 

  

(2) 東日本大震災による被害の発生 

2011年3月11日に発生した東日本大震災により、当社は、東北及び関東地方の店舗の一部が損壊する被害を受け

ました。被害を受けた資産の主なものは、建物、遊戯機械、工具、器具及び備品、商品及び貯蔵品等のたな卸資産

であり、損害額については現在調査中です。 

 なお、当該震災による被害が翌事業年度の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に及ぼす影響につ

いては現時点では合理的に算定することは困難でありますが、固定資産除却損及び復旧等に係る原状回復費等の発

生は軽微に収まる見込みです。 

  

（重要な後発事象）
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